
様式６
事　業　計　画　書（詳細）

次の各事項について、その内容等を具体的に示してください。１項目につきＡ4用紙片面2枚以内にまとめてください。

１　基本的な運営方針等
（１）事業理念・運営方針
　　新潟市マンガ・アニメ情報館（以下「情報館」とする。）及び新潟市マンガの家（以下「マンガの家」とする。）の設置目的に沿って、施設の機能・役割を効果的に発揮するための事業理念について記載してください。

	


（２）指定管理者申請の動機、意欲及び抱負等について
	


（３）中期計画、長期的な展望について
施設の設置目的のほか、令和5年度からの「新潟市総合計画」（現在、素案）を踏まえ、概ね5年後の情報館及びマンガの家が目指す長期的な展望を示すとともに、それに向けた中期（3年間）目標を設定し、その目標を達成するためのアクションプランについて記載してください。

ア　中期目標及び長期的展望
年度別の入館者数、収入・支出見込み等具体的な数値を用いて示してください。
	


イ　アクションプラン

中期目標及び長期的展望の達成に向け、指定管理期間中の年度別の段階的取り組み、事業展開等を示してください。
	


２　事業計画
（１）入館者サービスに関する事業計画
ア　情報館
　　　それぞれの実施計画について具体的に示してください。なお、次の事項は必須となります。

・事業の基本方針、目標、効果、実施内容及び年間計画
・当該業務に類似する業務の経験・実績がある場合はその内容
　①常設展示コーナー

	


　
②企画展示コーナー
	


イ　マンガの家

　　　それぞれの実施計画について具体的に示してください。なお、次の事項は必須となります。

・事業の基本方針、目標、効果、実施内容及び年間計画

・当該業務に類似する業務の経験・実績がある場合はその内容

　①常設展示コーナー

	


　
　②企画展示
	


③制作・体験プログラムの実施

	


　④マンガ・アニメ関連教育機関との連携
	


ウ　情報館及びマンガの家　連携事業
　　　情報館とマンガの家の共通イベント等の連携事業について具体的に示してください。なお、次の事項は必須となります。

・事業の基本方針、目標、効果、実施内容及び年間計画

	


　　エ　入館者サービスに関する特記事項
　　　①企画展示をしていない期間の展示室の有効活用と、それに伴う歳入増加策について具体的な提案・展望を示してください。
	

	


　　　②国内外のマンガ・アニメーション関連施設や市内の学校・文化施設との連携及び、本市のマンガ・アニメ施策との連動について具体的な提案・展望を示してください。

	


　（２）付属事業
ア　広報・PR活動
　市内外に対する情報館とマンガの家の広報・PR活動の基本的な考え方、方法、内容、体制について具体的に示してください。
	


（３）自主事業

　情報館とマンガの家において自主事業を検討している場合、それぞれのコンセプト、内容、運営収支、回数、期間等の実施スケジュール等、並びにそれらが市の歳出削減にどのように資するのかについて具体的に示してください。

※実施内容によって、市は当該自主事業の実施を承認しない場合があります

①情報館
	


②マンガの家
	


３　管理運営に関する事業計画
（１）組織（人員）体制及び人材育成計画

ア　適切な人員配置を考慮した組織図とその説明（有資格者・経験者の内容も併せて記載すること）
	


イ　職員等の雇用関係、勤務体制（勤務時間、休日設定等）、職務分担、職務内容について
	


　　
ウ　人材育成方針、公の施設管理者として必要な研修計画について（指定管理期間）
	


（２）適正な事務事業の実施にかかる対策

ア　事務及び会計の適正な執行対策についての具体的な取り組み内容について
	


イ　個人情報・コンプライアンス等の対策についての考え方、具体的な取り組み内容について
	


　　
（３）サービス向上のための具体的な取り組み

ア　利用者視点の情報把握、対応の具体的な取り組み内容について
	


イ　要望・苦情等への対応の考え方、具体的な取り組み内容について
	


　

（４）施設管理に関する取り組み
ア　安全確保・緊急時対応

　施設内における緊急事態を未然に防ぐための対策、緊急事態発生時の対応等について、人員体制、連絡体制、責任の所在等を含め、その内容を具体的に示してください。
	


イ　維持管理

　施設及び設備の維持管理・保守点検、清掃、備品管理等の実施方法、再委託する場合の対応、年間の実施スケジュール等について、その考え方と併せて具体的に示してください。
	


４　社会・地域貢献

（１）社会・地域貢献活動に関する提案

ア　市民の文化活動の振興に関する提案等
	


イ　市内産業への振興及び貢献、市内在住者の雇用確保についての考え方
	


　
ウ　障がい者雇用の取り組み
	


　　エ　環境保護（ゴミ減量化、リサイクル、省エネ等）に対する取り組み
	


　　オ　ワーク・ライフ・バランス等を推進する取り組み（該当する項目に☑をしてください）
	□企業等の方針として、男女がともに働きやすい職場環境づくり、仕事と家庭生活等の両立、女性の能力活用等が重要である旨の考えがあり、その考え方が明文化されている。
□次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画について、策定義務のない企業等(常時雇用する労働者の数が100 人以下)が策定し、労働局に提出している。
□次世代育成支援対策推進法に基づく認定「くるみん認定」「プラチナくるみん認定」を受けている。
□厚生労働省のポジティブ・アクション普及促進に賛同する企業として、女性活躍を宣言している。
□新潟県のハッピー・パートナー企業に登録している。
□過去3 年間に育児休業を取得した男性従業員が1 名以上いる。
□役職者（係長相当職以上）に占める女性の割合が30％以上である。
□女性活躍推進法に基づく認定「えるぼし認定」を受けている。
□女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画について、策定義務のない企業等(常時雇用する労働者の数が100 人以下のもの)が策定し、労働局に提出している。
□新潟市ワーク・ライフ・バランス推進事業所として表彰されている。


